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環 境 経 営 方 針

基本理念

私たちの生活が現在の自然環境との共存のもとに成り立っていることを認識し、建

設工事、解体工事及び廃棄物の収集運搬業を行っている、私ども「プラスワン・福

島」は、自分たちの事業活動が環境に負荷を与えながら行っていることを謙虚に認

め、「地球温暖化防止」「環境型社会構築」のための活動を推進していくために、

「エコアクション2 1環境マネジメントシステム」を導入し、環境負荷削減のため

の継続的な取組みを推進していくことを宣言します。

行動指針

◆地球温暖化の防止のため、「運転車両のエコドライブ」と「重機のエコ運転」を

実践し、二酸化炭素の削減に取り組みます。

◆資源の有効利用のため、本業である建設業、解体業から排出する廃棄物の「徹底

分別」「削減」に取組みます。

◆水資源の有効利用のため、重機洗浄時の節水、会社事務所内における節水に取組

みます。

◆環境関連法規を遵守します。

この環境方針は、教育や日常活動を通じて全従業員に周知徹底するとと

もに、環境保全に関する知識を高め、社内における環境保全状況の認識

の向上を図ります。

制定日：2018年10月1日

株式会社プラスワン・福島

代表取締役会長 菊地 信弘



組 織 概 要

株式会社プラスワン・福島

代表取締役会長 菊地信弘
組織名称・代表者

所在地 〒960-8204

福島県福島市岡部字大旦55-1

TEL/024-533-4686 FAX/024-534-1168

設立年月日 平成6年6月8日

資本金 1,500万円

売上高（2021年度） 106,610万円

事業内容 建設業・解体工事業・一般廃棄物収集運搬業

産業廃棄物収集運搬業

設備内容 〈車両〉

積載車１台・加工車1台・冷蔵冷凍車１台・商用車５台

乗用車１０台

〈重機〉

車両系建設機械７台

〈収取運搬許可車両〉

１０ｔダンプ1台・４ｔダンプ３台・３ｔダンプ１台・２

ｔダンプ２台

２ｔキャブオーバー２台・脱着式コンテナ専用車9台

積載車1台・積載型トラッククレーン２台



種類 許可・届け出先 許可・登録番号 有効期限

一般建設業

土木工事業

とび・木工工事業

管工事業

舗装工事業

水道施設工事業

建築工事業

石工事業

鋼構造物工事業

しゅんせつ工事

解体工事業

第00701039165号 令和3年10月1日～令和8年8月31日

第00400039165号 令和4年7月4日～令和9年7月3日

第0609039165号 令和4年5月30日～令和9年5月1日

特別管理 第00701039165号 令和3年10月1日～令和8年9月30日

産業廃棄物収集運搬

第61号 令和4年7月1日～令和6年6月30日

第1-33号 令和4年4月1日～令和6年3月31日

一般貨物自動車運送事業 東北運輸局 東自貨第1 4 5号 平成17年6月15日から

令和2年4月1日～令和7年3月31日

福島県知事

(許可品目)廃石綿等　　　　　　以上1品目

福島県知事 (般-2 )第22377号

一般廃棄物収集運搬業

福島市長

(許可品目)ごみ（粗大ごみ含む）

伊達市長

(許可品目)ごみ（粗大ごみ含む）

産業廃棄物収集運搬

福島県知事 (許可品目)燃え殻、廃プラスチック類、紙くず、木くず、繊維くず、動
物性残さ、ゴムくず、金属くず、ガラスくず・コンクリートくず及び陶
器くず、がれき類(石綿含有産業廃棄物及び水銀使用製品産業廃棄物含
む) 以上10品目

宮城県知事 (許可品目)廃プラスチック類、紙くず、木くず、繊維くず、ゴムくず、金属く
ず、ガラスくず・コンクリートくず及び陶器くず、がれき類(石綿含有産業廃
棄物及び水銀使用製品産業廃棄物含む) 以上8品目

山形県知事 (許可品目)廃プラスチック類、紙くず、木くず、繊維くず、ゴムくず、金
属くず、ガラスくず・コンクリートくず及び陶器くず、がれき類、石綿
含有産業廃棄物、水銀使用製品産業廃棄物　以上10品目

組 織 概 要〈取得許可一覧〉



組 織 図

代表取締役会長

環境管理責任者
代表取締役社長

部署実施推進者

EA21環境管理補佐

EA21事務局

解体工事部

統括責任者
運送課

統括責任者
総務部

統括責任者

解体工事部

推進者

解体工事部作業員

WJ工事部作業員

総務部

推進者



役割責任・権限

・環境経営に関する統括責任

・環境経営システムの実施に必要な人、設備、費用等を確保

・環境経営方針の策定・見直し及び全従業員へ周知

・代表者による全体の評価と徹底するよう、働き掛け今後の

取組方向の見極め

・環境経営レポート(計画・実績)の再確認し承認

・経営における課題とチャンスの明確化

代表

環境管理責任者 ・環境経営システム構築、実施、管理

・環境経営の取り組み結果を代表者へ報告

・環境経営レポートの(計画・実施)確認

環境管理補佐
・環境管理責任者の補佐

・データの収集

EA21事務局
・EA21推進委員会の事務局(3カ月に1囘)

・環境経営目標・環境経営実施計画/実績表の作成

・環境関連の外部との連絡の窓口

・環境経営レポート(目標・計画・実績)作成

・環境経営目標及び環境経営実施計画書を作成

各業務部 ・自部門における環境経営システムの実施

・環境経営目標及び環境経営計画書の実施、その達成状況の報告

・環境経営におけるチェックリストの記録・運用管理

・自部門の問題点の発見。是正・予防処理等

・各データの集計と分析

・研修等の補佐

・環境経営レポート作成の補佐



環境経営計画

・エアコン使用時は、暖房21度・冷房27度設定とする。

・休み時間、外出時等の不要な照明の消灯や、可能な

限りの不使用機器の電源ＯＦＦ

・電源スイッチ付近に節電呼びかけのＰＯＰを表示し、

意識の徹底を図る

実施者：全社員、責任者：総務部長

〈POP掲示の様子〉

各使用機器の電源ス

イッチ付近に掲示

電気使用量削減

灯油使用量削減

・ストーブはエアコンとの併用品とし、厳冬

の際にのみ使用推進する。

・開口部の開閉をして、冷気・暖気の流入を

させないようにする。

・ファン等を併用し、空気循環を心掛ける。

実施者：全社員 責任者：総務部長

燃料使用量削減

・重機、運搬車両等の無駄な暖機運転防止と

効率的な運転をするよう、従業員への教育を

行う。

・車両の自主点検を定期的に行う。

・保有車両すべてのアイドリング防止、エコ

ドライブ10を引き続き実践する。
実施者：全社員 責任者：総務部長・運送課長

排水量削減

・車両洗車、手洗いの際の水の出しっぱなしを禁止

する。

・水を細く出し、無駄な使用を避ける。

・節水POPを掲示し、意識の徹底を図る。

実施者：全社員 責任者：総務部長・運送課長

〈POP掲示

の様子〉

各蛇口付近

に掲示

グリーン購入推進

・物品購入の前に必要性を考え、環境に負荷の少な

いものを選択して購入する。

・エコバッグを利用し、ビニール袋を購入しない。

実施者：事務所社員 責任者：総務部長

社会貢献活動推進

・地域の清掃活動を行う。

・地域の資源回収活動に積極的に参加する。

・エコキャップ運動に積極的に参加する。

実施者：事務所社員

責任者：総務部長

〈POP掲示

の様子〉

キャップの

回収方法を

掲示



環境経営計画

〈一般廃棄物〉

・再資源化への分別の徹底をする。

・印刷物枚数量の削減

→縮小コピー、両面コピーを活用する

・コピーミス等防止に努める。

・裏紙を日報、メモ用紙等に再利用する。

〈POP掲示の様子〉

各階プリンターに掲示

リサイクル率向上

車両燃費向上

〈産業廃棄物〉

・産業廃棄物の排出時に分別を行う。

・工事現場排出の産業廃棄物を、再資源化可

能な中間処理施設へ搬入し、最終処分場処分

を削減するよう努める。

実施者：全社員 責任者：総務部長・工事部長

・車両購入の際は、エコカー対象車・燃費が良い車種を選定すること

に努める。

・現場、事務所に関わらず全ての車両においてエコドライブ10を実

施する。

・その他、燃料使用量削減の欄と符合する。

実施者：全社員 責任者：総務部長・運送課長



項目 排出係数
基準値

（2021年/実績）
2022年度

目標
2022年度

実績
前年比
評価

2023年度
目標

2024年度
目標

4,009 5,515 3,968 3,888

基準値より-1％ 136% 基準値より-2％ 基準値より-3％

1,341 2,653 1,328 1,301

基準値より-1％ 196% 基準値より-2％ 基準値より-3％

69,459 50,170 68,758 67,376

基準値より-1％ -28% 基準値より-2％ 基準値より-3％

851,952 462,653 843,347 826,394

基準値より-1％ -46% 基準値より-2％ 基準値より-3％

926,762 520,991

基準値より-1％ -44%

項目 単位
基準値

（2021年/実績）
2022年度

目標
2022年度

実績
前年比
評価

2023年度
目標

2024年度
目標

221 253 219 214

基準値より-1％ 113% 基準値より-2％ 基準値より-3％

6.71 6.80 6.77 6.98

基準値より+1％ 102% 基準値より+2％ 基準値より+3％

3.66 3.72 3.69 3.80

基準値より+1％ 103% 基準値より+2％ 基準値より+3％

5.69 5.71 5.74 5.91

基準値より+1％ 101% 基準値より+2％ 基準値より+3％

5.85 5.83 5.91 6.08

基準値より+1％ 101% 基準値より+2％ 基準値より+3％

90 90

燃費
収集運搬車両

3ｔ車 5.79 〇

91 △

燃費
収集運搬車両

13ｔ車 6.64

86

エコキャップ運動・地域の清掃活動（各1回/年）社会貢献活動 〇

燃費
収集運搬車両

10ｔ車 3.62 ◎

燃費
収集運搬車両

4ｔ車 5.63 ◎

リサイクル率
産業廃棄物/解体

％ 96 90 ◎96 90

70

90

70 70

90 90

90

90

81

◎

リサイクル率
産業廃棄物/収集運搬

％

グリーン購入 ％ 87 ◎

リサイクル率
一般廃棄物/事務所

％ 100 ◎100

◎

排水量 ㎥ 223 ×

二酸化炭素排出量削減
現場・事務所合計

936,123 ◎

二酸化炭素排出量削減
〈電気〉（kWh-CO2)

0.46 4,049 ×

二酸化炭素排出量削減
〈灯油〉（ℓ-CO2)

2.49 1,355 ×

860,558

二酸化炭素排出量削減
〈ガソリン〉（ℓ-CO2)

2.32 70,161 ◎

二酸化炭素排出量削減
〈軽油〉（ℓ-CO2)

2.58

環境経営目標・実績評価



環境経営実績評価
二酸化炭素排出量について

〈電気〉

外出時・使用していない機器の消灯等、節電対策を講じたが、昨年の実績より購入電

力が増加した。

いま一度、従業員への意識の徹底を強化していきたい。

〈灯油〉

厳冬の影響もあり、昨年より購入量が増加してしまった。

暖房器具は主にエアコンを用いる等、改善していきたい。

〈ガソリン・軽油〉

不要な外出の控え、日常点検・エコドライブの実施が功を奏し、大幅な削減が実現で

きた。継続して取り組みたい。

電気 灯油 ガソリン 軽油

4,049
1,355 70,161

860,558

5,515
2,653

50,170

462,653

二酸化炭素排出量(㎏-CO２)

2021年 2022年

排水量の削減 グリーン購入

意識して購入している為、今年も目標値を達

成することができた。今後も継続して取り組

みたい。

2021年 2022年

グリーン購入

200

210

220

230

240

250

260

2021年 2022年

排水量

下水道に切り替えた為、総排水量が

増加してしまったが、上水のみの排

水量は昨年より減少している。

更に節水に取り組みたい。



環境経営実績評価
リサイクル率/一般廃棄物

分別を徹底した為、例年通り100％

を維持できた。今後も徹底していき

たい。

リサイクル率/産業廃棄物

〈解体工事〉

マニフェスト使用し、現場で都度分別している。前年度同様。

〈収集運搬〉

埋立処分場へ運搬する廃材が多かった為、リサイクル率としては下がってしまった。

運搬車両の燃費

目標を大きく超えることはなかっ

たが、エコドライブを徹底してい

る為、燃費向上の改善が見られる。

社会貢献活動 例年同様、地域の清掃活動を実施

0

2

4

6

8

13ｔ車 10ｔ車 4ｔ車 3ｔ車

運搬車両燃費

2021年 2022年

福島県の環境保全

キャラクター

エコたん

80
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100

解体 収集運搬

産業廃棄物リサイクル率
2021年 2022年
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一般廃棄物リサイクル率



環境目標 実施項目 活動の具体的内容

エアコン使用時は冷房時２７℃、暖房時は２１℃の設定とする 〇

不要な照明の消灯・可能な限りの不使用機器の電源OFF 〇

電源スイッチ付近に節電POPを掲示し意識の徹底を図る ◎

席を長時間離れる場合、パソコンをスタンバイモードにし、外出
時はシャットダウンする。 〇

ストーブはエアコンとの併用品とし、厳冬の際にのみ使用推進する 〇

開口部の開閉をして、冷気・暖気の流入をさせない 〇

ファンを使用し、空気の循環をよくする 〇

無駄な暖機運転防止と効率的な運転に努める ◎

車両の自主点検を定期的に行う（オイル交換やタイヤ等） 〇

全ての車両のアイドリングの防止、エコドライブ10を実践する ◎

洗車・手洗いの際に水を出しっぱなしにしない ◎

水を細く出し、無駄な使用を避ける 〇

節水POPを掲示し、意識の徹底を図る ◎

物品購入の前に必要性を考え、環境に負荷の少ないものを購入する ◎

エコバッグを利用し、ビニール袋を購入しない 〇

地域の清掃活動を行う ◎

地域の資源回収活動等に積極的に参加する 〇

再資源化への分別の徹底 ◎

印刷枚数の削減（縮小・両面コピー等を活用する） 〇

コピーミス等の防止に努める 〇

裏紙を日報・メモ用紙等に再利用する ◎

産業廃棄物の排出時に分別を心がける ◎

エ事現場排出の産業廃棄物を、再資源化可能な中間処理施設へ搬
入し、最終処分場への処分を削減するよう努める ◎

車両購入の際、エコカーや燃費の良い車両を選定することに努める ◎

無駄な暖機運転防止と効率的な運転に努める ◎

車両の自主点検を定期的に行う（オイル交換やタイヤ等） ◎

全ての車両のアイドリングの防止、エコドライブ10を実践する ◎

産業廃棄物リサイクル率向上

収集運搬車両燃費向上

電気使用量の削減

ガソリン・軽油使用量の
削減

二酸化炭素排出量の削
減

灯油使用量の削減

総排水量(水使用量)の削減

グリーン購入の推進

社会貢献活動の推進

一般廃棄物リサイクル率向上

環境経営計画取組の評価

次年度の活動計画



確認 評価

産業廃棄物の適正処理(処分業者との委託) 〇 〇 委託契約書

一般廃棄物収集運搬の許可更新 〇 〇 許可証

特管産廃発生事業場設置時、管理責任者の選任 〇 〇

産業廃棄物管理票の交付 〇 〇 マニフェスト

期間内処理の確認 〇 〇 マニフェスト

管理票交付状況の県知事への年次報告 〇 〇 報告書

産業廃棄物収集運搬業の許可更新 〇 〇 許可証

不法投棄の禁止 〇 〇

焼却禁止 〇 〇

対象建設工事の届出 〇 〇 届出書

分別解体等及び再資源化等の実施義務 〇 〇

発注者に解体工事の説明義務 〇 〇

再資源化等実施義務 〇 〇

分別解体等及び再資源化等に要する費用の請負代金の
額への反映 〇 〇

保守点検・清掃の遵守( １回/３か月) 〇 〇 点検記録

法定検査の実施(年１回) 〇 〇 記録

家電リサイクル法 使用済み特定家電の適正な引渡し 〇 〇
リサイクル料の支

払い

遵守状況
確認資料等

廃棄物処理法

建設リサイクル法

浄化槽法

環境関連法規 適用する要求事項

環境関連法規の遵守状況確認・評価



騒音規制法 特定建設作業実施時の事前届出 〇 〇 届出書

振動規制法 特定建設作業実施時の事前届出 〇 〇 届出書

特定粉じん排出作業等の実施の届出 〇 〇 届出書

解体等工事に係る調査及び説明と特定粉じん排出等作
業の掲示 〇 〇

管理する第一種特定製品の設置環境・使用環境の維持
保全 〇 〇

簡易点検・定期点検 〇 〇 点検記録簿

漏えいや故障等が確認された場合の修理を行うまでの
フロン類の充填の原則禁止 〇 〇

点検・整備の記録作成・保存 〇 〇

フロン類の登録充填回収業者による適切な引渡し 〇 〇

フロン類回収時の委託確認書交付とマニフェスト 〇 〇 引取証明書

引取証明書の保存(３年間) 〇 〇 引取証明書

使用済自動車の引渡義務 〇 〇

自動車の所有者の責務 〇 〇

グリーン購入法 できる限り環境物品等を選択するよう努める 〇 〇

　環境関連法規などの遵守状況の確認及び評価の結果、並びに違反、訴訟な

どの発生はありませんでした。苦情もありませんでした。

自動車リサイクル法

大気汚染防止法

フロン排出抑制法

環境関連法規の遵守状況確認・評価



前年度の改善点を見直し、今年度新たに環境経営計画・目標を設定し、会社全体
で一丸となり取り組んでまいりました。
しかしながら、電気使用量・灯油使用量が前年度より上回り、目標達成ができま
せんでした。
厳冬の影響もございますが、この結果を鑑みて次年度は改善していきたいと思い
ます。
排水量に関しては下水道に切り替えた為、総排水量は増加したものの、上水の排
水量は昨年を下回る結果となりました。
収集運搬業者として一番懸念しておりましたガソリン・軽油の使用量は、前年度
をはるかに下回りました。従業員の運転の仕方の改善、自主点検の徹底が功を奏
しました。
今後も随時見直しを行い、改善点の確認・実施をしながら、環境経営に配慮した
ビジネスを行うことにより、更なる顧客の信頼の確保を目指していけるよう邁進
してまいります。
環境法令法規に関しましては前年度同様、遵守しており特段問題はございませ
ん。
今後も環境経営目標達成に向け、全社員一丸となり取り組んでまいります。
なお、環境経営方針と実施体制の見直しの必要性は、ありません。

代表者による総合評価

2022年10月

株式会社プラスワン・福島
代表者取締役会長 菊地信弘


